
平成 28年度全国安全週間実施要綱

1趣 旨

全国安全週間は、昭和 3年に初めて実施されて以来、「人命尊重」という崇高な基本

理念の下、「産業界での自主的な労働災害防止活動を推進し、広く一般の安全意識の高

揚 と安全活動の定着を図ること」を目的に、一度も中断することなく続けられ、今年

で 89回 目を迎える。この間、労働 災害 は長期的 に減少 し、平成 27年 は統計 を

取 り始 めて以来初 めて、年 間の死亡者数 が 1,000人 を下回つた。 これ は産

業安全 に携 わった多 くの先人 がたゆみな く安全活動 を展 開 した結果得 られ

た画期的な成果 である。

一方、近年の産業構造の変化に伴って、拡大を続ける第二次産業等においては未だ

に安全に関して自ら取り組む意識が十分とは言い難い。また、経験が浅い労働者が職

場に潜む危険を察知できないことなどを背景として、休業災害を含む労働災害全体の

数は十分な減少傾向にあるとは言えない現状にある。

このような状況を踏まえ、更なる労働災害の減少を図ることを決意 して、平成 28年

度全国安全週間は、以下のスローガンの下で取 り組む。

見えますか?あなたのまわ りの 見えない危険

みんなで見つける 安全管理

2 期 間

平成 28年 7月 1日 から7月 7日 までとする。

なお、全国安全週間の実効を上げるため、平成 28年 6月 1日 から6月 30日 までを

準備期間とする。

3 主唱者

厚生労働省、中央労働災害防止協会

4 協賛者

建設業労働災害防止協会、陸上貨物運送事業労働災害防止協会、港湾貨物運送事業

労働災害防止協会、林業・木材製造業労働災害防止協会

5 協力者

関係行政機関、地方公共団体、安全関係団体、労働組合、経営者団体

6 実施者

各事業場

7 主唱者、協賛者の実施事項

全国安全週間及び準備期間中に次の事項を実施する。

(1)安全広報資料等の作成、配布を行 う。

(2)様々な広報媒体を通じて広報を行 う。

(3)安全パ トロール等を実施する。

(4)安全講習会等を開催する。

(5)安全衛生に係る表彰を行 う。



(6)「国民安全の日」 (7月 1日 )の行事に協力する。

(7)事業場の実施事項について指導援助する。

(8)その他 「全国安全週間」にふさわしい行事等を行 う。

8 協力者への依頼

主唱者は、上記 7の事項を実施するため、協力者に対し、支援、協力を依頼する。

9 実施者の実施事項

安全文化 を醸成するため、各事業場では、次の事項を実施する。

(1)全国安全週間及び準備期間中に実施する事項

①安全大会等での経営 トップによる安全への所信表明を通じた関係者の意思の統一

及び安全意識の高揚

②安全パ トロールによる職場の総点検の実施

③安全旗の掲揚、標語の掲示、講演会等の開催、安全関係資料の配布等の他、ホー

ムページ等を通じた自社の安全活動等の社会への発信

④労働者の家族への職場の安全に関する文書の送付、職場見学等の実施による家族

の協力の呼びかけ

⑤緊急時の措置に係る必要な訓練の実施

⑥ 「安全の日」の設定のほか全国安全週間及び準備期間にふさわしい行事の実施

(2)継続的に実施する事項

① 安全衛生活動の推進

ア 安全衛生管理体制の確立

(ア)経営 トップによる統括管理、安全管理者等の選任

(イ )安全衛生委員会の設置及び労働者の参画を通じた活動の活性化

(ウ )年間を通じた安全衛生計画の策定及び安全衛生規程の整備

イ 職業生活における安全衛生教育計画の樹立と効果的な安全衛生教育の実施等

、   (ア )経営 トップから第一線の現場労働者までの階層別の安全衛生教育の実施、

特に、雇入れ時教育の徹底及び未熟練労働者に対する教育の実施

(イ )就業制限業務、作業主任者を選任すべき業務での有資格者の充足

(ウ )災害事例、安全作業マニュアルを活用した教育内容の充実

ウ 自主的な安全衛生活動の促進

(ア )発生した労働災害の分析及び再発防止対策の徹底

(イ )職場巡視、4S活動 (整理、整頓、清掃、清潔)、 KY(危 険予知)活動、

ヒヤリ・ハット等の日常的な安全活動の充実 。活性化
エ リスクアセスメントの普及促進

(ア )リ スクアセスメントによる機械設備等の安全化、作業方法の改善

(イ )SDS(安 全データシー ト)等により把握 した危険有害性情報に基づく化

学物質のリスクアセスメン ト及びその結果に基づく措置の推進 (「 ラベル

でアクション」の取組の推進)

オ その他の取組

(ア )安全に係る知識や労働災害防止のノウハウの着実な継承

(イ )外部の専門機関、労働安全コンサルタン トを活用した安全衛生水準の充実

② 業種横断的な労働災害防止対策

ア 転倒災害防止対策 (STOP!転 倒災害プロジェク ト)

ア  (ア )作業通路における段差や凹凸、突起物、継ぎ目等の解消



(イ )照度の確保、手す りや滑り止めの設置

(ウ )危険箇所の表示等の危険の 「見える化」の推進

イ 交通労働災害防止対策

(ア)適正な労働時間管理、走行計画の作成等の走行管理の実施

(イ )飲酒による運転への影響や睡眠時間の確保等に関する安全衛生教育の実施

(ウ )災害事例、交通安全情報マップ等を活用した交通安全意識の啓発

(工)飲酒、疲労、疾病、睡眠、体調不良の有無等を確認する乗務開始前の点呼

の実施

(オ)健康診断及び診断結果に基づく保健指導等の措置の実施、長時間労働を行

つた運転者に対する面接指導等の実施、労働時間の短縮等の就業上の措置

の実施

ウ 非正規雇用労働者等に対する労働災害防止対策

(ア)雇入れ時教育の徹底・内容の充実

(イ )非正規雇用労働者を含めた安全管理の徹底や安全活動の活性化

(ウ )派遣労働者における派遣元・派遣先責任者間の連絡調整の徹底

工 熱中症予防対策

(ア )WBGT値 (暑 さ指数)に よる適正な作業環境管理、作業管理の実施

(イ )計画的な暑熱への順化期間 (暑熱に慣れ、その環境に適応する期間)の設

定

(ウ )自 覚症状の有無にかかわらない水分・塩分の積極的摂取

(工)熱中症の発症に影響を与えるおそれのある疾患 (糖尿病等)を踏まえた健

康管理

(オ)熱中症予防に関する労働衛生教育の実施

オ 腰痛予防対策

(ア)腰部への負担の少ない作業方法の選択及び見直し、介助法の普及

(イ )腰痛予防に関する労働衛生教育 (介護作業等の雇入れ時教育を含む)の実

施、腰痛予防体操の励行

③ 業種の特性に応 じた労働災害防止対策

ア 製造業における労働災害防止対策

(ア)機械・設備等の修理、点検、トラブル処理等の非定常作業に係る安全作業

マニュアルの整備

(イ )請負企業の労働者、派遣労働者、外国人労働者等に配慮した安全衛生管理、

派遣元 。派遣先における安全衛生教育の実施及び責任者間の連絡調整の徹

底

(ウ )未熟練労働者の経験不足を補完するため、災害事例や視聴覚教材を活用し

た未熟練労働者に対する安全衛生教育の内容の充実・強化

(工)鉄鋼業等の装置産業の事業場における老朽化施設対策を含む安全管理に係

る自主点検の実施及びその結果を踏まえた対策の実施

(オ)化学設備の定期自主検査の計画的な実施、化学設備の改造・修理等の作業

の注文者による文書等の交付等、工事発注者 と施工業者との連携等の実施

イ 建設業における労働災害防止対策

(ア )一般的事項

a 建設工事の請負契約における適切な安全衛生経費の確保

b 元方事業者による統括安全衛生管理と関係請負人に対する指導の徹底

c 足場に係る改正労働安全衛生規則等を踏まえた墜落・転落防止対策の徹



底や手す り先行工法等の 「足場からの墜落・転落災害防止総合対策推進

要綱」に基づく措置の実施、ハーネス型安全帯の積極的な使用

d クレーン、移動式クレーン、解体用機械等の車両系建設機械の検査 。点     t
検整備及び安全な作業方法の徹底

e 事業所と現場の車両移動時の運転者の疲労軽減への配慮

(イ )東 日本大震災に伴 う復旧・復興工事の労働災害防止対策

a 輻較工事における適正な施工計画、作業計画の作成及びこれらに基づく

工事の安全な実施

b 解体用機械等の車両系建設機械 との接触防止、高所からの墜落・転落災

害防止対策等の徹底

c 一定の工事エ リア内で複数の工事が近接 :密集 して実施される場合、発

注者及び近接工事の元方事業者による工事エリア別協議組織の設置

d 職長、新規入職者等に対する安全衛生教育の確実な実施及び作業内容に

応 じた保護具の使用

(ウ )平成 28年熊本地震に伴 う復旧工事の労働災害防止対策

a 余震の発生や降雨による二次災害のおそれにも留意の上、土砂崩壊災害

防止対策、土石流災害防止対策、墜落・転落災害防止対策等の徹底

b 労働者に対する熱順化の状況確認、水分・塩分の適時摂取、休憩場所や

休憩時間の設定等の熱中症予防対策の徹底   |
ウ 陸上貨物運送事業における労働災害防止対策

(ア)荷役作業中の荷台等からの墜落・転落防止対策の徹底         
｀

(イ )荷主等との合同による荷役作業場所、荷役作業方法の安全点検及び改善の

実施

(ウ )適正な労働時間管理、走行管理等の交通労働災害防止対策の実施

工 小売店、社会福祉施設、飲食店等の第二次産業における労働災害防止対策

(ア)安全衛生教育の実施、内容の充実、安全意識の啓発

(イ )安全パ トロール、4S活動 (整理、整頓、清掃、清潔)、 KY(危 険予知)

活動、危険の見える化、ヒヤリ・ハット等の安全活動の活性化、職場環境や

作業方法の改善の実施

(ウ )安全推進者の配置促進、安全管理体制の整備

オ 林業の労働災害防止対策

(ア)車両系木材伐出機械等の検査 。点検整備及び安全な作業方法の徹底

(イ )チ ェーンソーを用いた伐木及び造材作業における保護具、保護衣等の着用     .
並びに適切な作業方法の徹底

(ウ )安全な手順に基づく「かかり木」処理の徹底



プロジェクト

負)厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署



STOIPII転倒1災害

厚生労働省と労働災害防止団体では、転倒災害を撲滅するため

「sTOPI転 倒災害プロジエク ト」を推進しています。

事業者の皆さまは、職場の転倒災害防止対策を進めていただくとともに、

プロジェク トの重点取組期間 (2月、 6月 )には、チエツクリス ト

(最終ページ)を活用した総点検を行い、安全委員会などでの調査審議

などを経て、職場環境の改善を図つてください。

転倒災害は今、最も多い労働災害で、

しかもその割合は年々増えています。

また、長期の休業につながることも

多く、深刻な問題になつています。

平成26年 厚生労働省 労働者死傷病報告
「事故の型別死傷者数の推移」

高年齢者ほど転ftll災害のリスクが

土曽カロし、 55歳以上では 1′ 000人に

1人以上が被災しています。

転倒災害による体業期間は、

約 6割が 1カ月以上と怠つて

います。

平成 26年 労働者死傷病報告と総務省労働力調査  平成 26年
餞 曹課業期間の害J合」「年齢別転倒災害の発生率」

(労働者千人当たりの転倒災害発生件数)

転倒‐災害の種類と主な原因

>転倒災害は、大きく3種類に分けられます。皆さまの職場にも、似たような危険はありませんか ?
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<主な原因>

大きな荷物を抱えるなど、

足元が見えない状態で作業

している。

<主な原因>

・床の凹凸や段差がある。

・床に荷物や商品などが放置

されている。

<主な原因>

・床が滑 りやすい素材である。

・床に水や油が飛散している。

・ ビニールや紙など、滑りや

すい異物が床に落ちている。
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>転倒災害を防止することで、安心して作業が行えるようになり、作業効率も上がります。
できるところから少しずつ取り組んでいきましよう。

<転倒しないための馴L選びのポイント>
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が偏つていると、断時につま先が下がり、つまづきの

つま先部の高さ つま先の高さが低 いと、ちよつとした段差にも、つまづきやすくなります。

靴底と床の耐滑
|の
ノ
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1集青信ζ程安R罰倉署[塵爆峠墓ぞ忌舌与ぎ冒署菫3讐側長島こi3嬰事:｀

◇天気予報に気を配る
寒波が予想される場合などには、労働者に周知 し、転任1し にくい靴
の着用を指示するなど、早めの対策を実施 しましよう。

◇激車場の除雪・層虫雪勝万全に。出入国に|き転倒賄止の対策を f

駐車場内、駐車場から職場までの通路を確保するため、除雪や融雪剤
の散布を行いましょう。また、出入口には転倒防止用のマツ トやヒー トマツ ト

などを敷き、夜間は照明設備を設けて明るさ (照度)を確保 しましょう。

◇職場の危険マッ電の作成、適tnな履物、歩行宵法感どの教育を行う
職場内の労働者が転任1の危険を感じた場所の情報を収集 し、労働者への

教育の機会に伝えるようにしましょう。また、作業に適した履物、雪道

や凍つた路面上での歩き方を教育しましよう。

詳しくは、厚生労働省ホームページをご覧ください

「STOP:転倒災害プロジェクト」

I

<ヒー トマッ トの設置例>

・作業に適 した靴の着用

°
勝   |1繭
情報の共有

・転倒危険場所に

ステッカーなどで
注意喚起

・歩行場所に物を放置しない

・床面の汚れ (水、油、粉など)

を取 り除く

。床面の凹凸、

。時間に余裕を持つて行動

。滑 りやすい場所では

」ヽさな歩幅で歩行

・足元が見えにくい

状態で作業しない

>積雪・凍結などによつて転倒の危険性が高まる冬季は、以下の対策が重要です。



チェック項目 日

1 通路、階段、出口に物を放置していませんか □

2
床の水たまりや氷、油、粉類などは放置せず、

その都度取り除いていますか □

3
安全に移動できるように十分な明るさ (照度)が
確保されていますか

□

4 転倒を予防するための教育を行つていますか □

5
作業靴は、作業現場に合つた耐滑性があり、かつ

ちょうど良いサイズのものを選んでいますか □

6
ヒヤリノヽット情報を活用して、転倒しやすい

場所の危険マップを作成し、周知していますか □

7
段差のある箇所や滑りやすい場所などに

注意を促す標識をつけていますか □

8
ポケットに手を入れたまま歩くことを

禁止していますか □

9
ス トレッチ体操や転倒予防のための運動を

取り入れていますか □

転倒災害防止のためのチェックシー ト

チェックの結果はいかがでしたか ? 問題のあつたポイン トが改善されれば、きつと

作業効率も上がって働きやすい職場になります。

どのように改善するか「安全委員会」などで、全員でアイデイアを出し合いましょう !

厚生労働省 0者F道府県労働局・労働基準監督署  2016.1



事業者の皆さまヘ

「熱中症」は、高温多湿な環境の中で作業や運動をすることにより、体内の水分や塩分のパランスが

崩れ、体温調節機能がうまく働かなくなり、体内に熱がたまることによつて、めまいや筋肉痛、

吐き気、さらには、けいれんなどを起こす病気です。

屋外だけでなく、室内で何もしていないときでも発症し、救急搬送されたり、場合によつては死亡

することもあります。

熱中症の予防のためにWBGT値を活用したり、労働衛生教育によつて、労働者のための 熱中症予防

対策を行いましょう。

職場の熱中症予防対策は万全か、以下のチエツクリス トで自主点検しましよう。

①iWBGT値 (暑さ指数)を活用していますか ?

□

一
□

・

現場でWB(I値を測定する場合は、黒球付きのWB□麒J定器を

使用 しましょう。

環境省熱中症予防情報サイトのWB(訂予測値 ,実況値を利用する場合は、
直射日光が当たる場所、照り返しがある場所、通風が悪い場所などでは、
安全側に評価するよう配慮しましよう。

WB師基準値 (表 1・ 表2)を超え、または超えるおそれがある場合には、

熱を遮る遮へい物、直射日光・照り返しを遮る簡易な屋根、通風・冷房
の設備の設置や連続作業時間の短縮、作業場所の変更などを行いましよう。

WBGT測 定器 (例 )

WBGTh準値を大幅に超える作業場所で作業を行わせる場合は、

単独作業を控え、休憩時間を長めに設定しましよう。

Ω

□
一□

一□

¨
□

休憩場所は整備していますか ?

冷房を備えた休憩場所 。日陰などの涼しい休憩場所を設けましよう。

氷、冷たいおしばり、水風呂、シヤワーなどの身体を適度に冷やすことの

できる物品や設備を設けましよう。

水分や塩分の補給を、定期的、かつ容易に行えるよう、飲料水などを

備え付けましょう。

現場管理者などが設置する休憩場所を借用する場合、それを借用する側の

労働者に伝達しましょう。また、休憩場所を提供する側でも、休憩場所の

利用を認めていることを提供する側の労働者に伝達するなど、

休憩を取りやすい環境を作りましょう。 冷水機 (例 )

③ 計画的に、熱に慣れ、環境に適応するための期間を設けていますか ?

労働者が熱に慣れ、環境に適応しているか確認し、適応していない場合は、 7日以上

かけて高温多湿の環境での作業時間を次第に長くしましよう。

夏休みなど長期の休み明けは、熱に対する慣れの度合いが低下している可能性がある

ことにも注意しましょう。

□

一
□

C)厚生労働省労働基準局・都道府県労働局・労働基準監督署
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④のどの渇きを感じなくても、労働者に水分・塩分を摂取させていますか ?

尿の回数が少ない、または尿の色が普段より濃い状態は、体内の水分が
不足している状態である可育旨性があります。水分や塩分の摂取を確認する
表の作成、作業中の巡視での確認などにより、水分や塩分の摂取の徹底を
図りましょう。

トイレに行きにくいことを理由として労働者が水分の摂取を控えることが

ないよう、労働者が トイレに行きやすい職場環境を作りましょう。

□
　
¨
□

⑤ 労働者に、透湿性・通気性の良い服装や帽子を、着用させていますか ?

熱を吸収する服装、保熱しやすい服装は避け、クールジャケットなどの、

透湿′性・通気'性のよい服装を着用させましよう。

直射日光下では、通気性のよい、日よけ用布や帽子 (クールヘルメット)  |‐
蜃屁舅麒辟

などを着用させましょう。 日よけ用布 (例 )

⑤ 日常の健康管理など、労働者の健康状態に配慮していますか ?

糖尿病、高血圧症、心疾患などの疾患は、熱中症の発症に影響を与えるおそれがあります。

健康診断の際には、高温多湿場所での作業の有無または可育ヨ性について医師に伝えた上で、

医師などの意見に基づき就業上の措置を徹底しましよう。

朝礼などの際には、睡眠不足、体調不良、前日の飲酒、朝食の未摂取、風邪などによる

発熱、下痢などによる脱水など、熱中症の発症に影響を与えるおそれがある状態かどうかを

確認しましょう。

作業中は労働者の心拍数、体温、尿の回数・色など、健康状態や水分・塩分の摂取状況を

頻繁に確認しましよう。

1高温多湿の作業場所での作業終了時に労働者の体温を測定し、必要に応じて、濡れタオル

の使用などにより体温を下げるように努め、平熱近くまで下がることが確認できるまでは、
一人にしないようにしましよう。

⑦ 熟中症を予防するための労働備生教育を行つていますか ?

熱中症の予防には、熱中症に対する正しい知識が不可欠です。高温多湿の

作業場所の作業管理者には表 3による教育をしましょう。

労働者にも、体調の異常を正しく認識できるよう、雇入れ時や新規入場時に

表 4による教育をするとともに、朝ネしなどの際にも繰り返し教育しましよう。

□

一
□

③熱中症の発症に備えて、緊急連絡網を作成などを行つていますか ?

あらかじめ、緊急時に直ちに熱中症に対応できる近隣の病院、診療所の情報を

把握の上、緊急連絡網や救急措置の手順を作成し、関係者に周知しましよう。 肌
症状が急激に悪化する場合に備え、熱中症を疑う症状がなくなるまで、または

病院などに搬送するまでは、可能な限り、労働者を一人にしないようにしましよう。

<参考 熱中症の症状と分類>

分類 I度 Ⅱ度 Ⅲ度

症状
めまい 。失神、筋肉痛・

筋肉の硬直、大量の発汗
頭痛・気分の不快 。吐き気・

嘔吐・倦怠感・虚脱感

意識障害 。けいれん 。

手足の運動障害、

高体温

重症度

,         I                      I

小蛯≧騨螂鴨卿輛需響癬申二藤颯鱚魃吻璽懸鳳顧懸嵐懸懸凛賠大

=度
に分類される症状が現れた場合は、

Ⅲ度に分類される症状が現れた場合は、
病院などに搬送することが望ましく、

直ちに救急隊を要請する必要があります。



表 1.身体作業強度などに応じたWBG程 準値

区分 身体作業強度 (代謝率レND a夕」
WB釘基準値

熱に順化して
いる人 (℃ )

熱にЛ贋化 して
いない人 (℃ )

0
1安

:静
‐

◆安静 33 32

〓一一
珊
イ
謝
率

◆楽な座位
◆軽い手作業 (書く、タイビング、描く、縫う、簿記)

◆手と腕の作業

(小さいベンチツール、点検、組立てや軽い材料の区分け)

◆腕と足の作業
(普通の状態での乗物の運転、足のスイッチやペダルの操作)

◆立位
◆ドリリレ (小さい部分)

◆フライス盤 (小さい部分 )

◆コイメレ巻き
◆」ヽさい電気子巻き

◆小さい力の道具の機械
◆ちょっとした歩き (速さ3.5km/h)

30 29

==凄
|●

２
中
程
度
代
謝
率

一一・一
・
一
・一
一
一

◆継続した頭と腕の作業 (く ぎ打ち、盛土)

◆腕と脚の作業
(トラックのj7「フロード操縦、 トラクターや建設車両)

◆腕と胴体の作業

(空熟 ＼ンマーの作業、 トラクター組立て、しっくい塗り、

中くらいの重さの材料を断続的に持つ作業、草むしり、
草掘り、果物や野菜を摘む )        _

◆軽量な荷車や手押 し車を押 したり引いたりする

◆3.5～5.5km/hの速さで歩く
◆鍛造

28 26

◆強度の腕と胴体の作業
◆重い材料を運ぶ      ◆シャベルを使う
◆大ノヽンマー作業      ◆のこぎりをひく
◆草刈り           ◆掘る
◆硬い木にかんなをかけたりのみで彫る
◆5.5～フ.5km/hの速さで歩く
◆重い荷物の荷車や手押し車を押したり引いたりする
◆鋳物を削る
◆コンクリートブロックを積む

気流を感じ
ないとき

25

気流を感じ
るとき

26

気流を感じ
ないとき

22

気流を感じ
るとき

23

４
極
高
代
謝
率

◆最大速度の速さでとても激 しい活動
◆おのを振るう
◆激しくシャベルを使つたり掘つたりする

◆階段を登る、走る、アkm/hより速く歩く

23 25 18 20

※この表は、日本工業規格 Z8504(人間工学―W BGT(湿球黒球温度)指数に基づく作業者の熱ス トレスの評価一暑熱環境 )

附属書 A「WBGT熱ス トレス指数の基準値表」を基に、同表に示す代謝率レベリレを具体的な例に置き換えて作成したものです。

※熱に順化していない人とは、「作業する前の週に毎日熱にぼく露されていなかつた人」のことをいいます。

表 2.衣類の組合わせによつてWB《打値に加えるべき補正値

※補正値は、一般にレベル Aと呼ばれる完全な不浸透性防護服に使用しないでください。

※重ね着の場合は、個々の補正値を加えて全体の補正値とすることはできません。

下記の衣類を着用して作業を行う場合は、算出されたWBGT4直に、各補正値を加えてください。

衣服の種類

作業服
(長袖シャツ
とズボン)

布 (織物)製
つなぎ服

二層の布
(織物)製服

SMSポリプロピレン
製つなぎ服

ポリ17rレ フィン
布製つなぎ服

限定用途の
蒸気不浸透性

つなぎ服

WBG丁値に加える
べき補正値 (℃ )

0 0 3 0.5 1 11



表 3ョ 作業の管理者向けの労働衛生教育

事項 範囲 時間

熱中症の症状

◆熱中症の概要

◆職場における熱中症の特徴

◆体温の調節

◆体液の調節

◆熱中症が発生する仕組みと症状

30分

熱中症の予防方法

◆WBG丁イ直 (意味、基準値に基づく評価)

◆作業環境管理 (WBG丁値の低減、休憩場所の

整備など)

◆作業管理 (作業時間の短縮、熱への順化、水

分と塩分の摂取、服装、作業中の巡視など)

◆健康管理 (健康診断結果に基づく対応、日常
のイ建康管理、労働者のイ建康状態の確認、身体
の状況の確認など)

◆労働衛生教育 (労働者に対する教育の重要性、

教育内容と教育方法)

◆熱中症予防対策事例

150分

緊急時の救急処置
◆緊急連絡網の作成と周知

◆緊急時の救急措置
15分

熱中症の事例 ◆熱中症の災害事例 15分

※事業者が自ら労働衛生教育を行うことが困難な場合は、関係団体が行う教育を活用する方法があります。

表4.労働者向けの労働衛生教育 (雇入れ時または新規入場時)

事項 範囲

熱中症の症状

◆熱中症の概要

◆職場における熱中症の特徴

◆体温の調節

◆体液の調節

◆熱中症が発生する仕組みと症状

熱中症の予防方法
◆WBG丁値の意味
◆現場での熱中症予防活動 (熱への順化、水分と塩分の摂

取、服装、日常の健康管理など)

緊急時の救急処置 ◆緊急時の救急措置

熱中症の事例 ◆熱中症の災害事例

※下線部については、朝礼などの際に繰 り返 し教育しましょう。

<もつと詳しく!>
厚生労働省のホームページでは、「職場における労働衛生対策」で、熱中症予防の取組みを紹介しています。

ご不明な点などは、お近くの者「道府県労働局または労働基準監督署へお問い合わせください。


